
訂正のお知らせ 

  

著者/招福探求巡拝の会 

発行/メイツ出版株式会社 

 

『日本全国 一の宮 巡拝完全ガイド 決定版』におきまして、下

記のような間違いがありました。訂正し、お詫び申し上げます。 

 

●P126  右下 写真キャプション 

【誤】 方放の…  

【正】 放生の…  

 

●P126  左下 写真キャプション 

【誤】 拝殿も明治12年に新たに整備された。 

【正】  中門の奥、本殿の下は伊弉諾大神の御陵と伝えられる。 

 

●P126  本文1段目の1～2行目 

【誤】 日本神話の国生み・神生みに登場する… 

【正】 『古事記』『日本書紀』の冒頭に描かれる… 
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●P126  本文2段目の4～9行目 

【誤】 …明治12年（1879）に新たな造営が行われ、御陵を覆

うように整地して墳兵上に本殿が移され、幣殿、中門、拝殿、

表神門が更新整備された。 

【正】 …明治8年（1875）に新たな造営が行われ、御陵を覆

うように整地して基段を設け、その上に本殿が移され、幣殿、

中門、拝殿、表神門が整い、明治18年（1885）に官幣大社に列

格された。 

 

●P126  本文2段目の11～14行目 

【誤】 …御陵の、累々と石を積み重ねた石積墳であったとい

われ、古墳そのものの姿であるが、磐座として神のよりしろ… 

【正】 …御陵は、累々と石を積み重ねた石積墳であったとい

われ、御陵そのものの姿であるが、神のよりしろ… 

 

●P127  左下 写真キャプション 

【誤】 中門の奥、社殿に覆われる御陵は石積墳とされる。 

【正】 拝殿は明治15年に新たに整備された。 
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●P127  本文1段目の8～10行目 

【誤】 …最初に造った島に眠る聖域に鎮座する社神… 

【正】 …最初に生まれた島に眠る聖域に鎮座する神… 

 

●P127  お祭り欄の神事名の読み方 

【誤】 かゆうらしんじ 

【正】 かいうらしんじ 

 

●P127  お祭り欄の説明文3～4行目 

【誤】 …桃の実を投げ、醜鬼の危機から逃れたという… 

【正】 …霊力の強い桃の実を投げたという… 

 

●P127  DATA欄の交通 

【誤】 JR舞子駅からバス47分、津名港下車、さらにバス15

分、伊弉諾神宮前下車徒歩すぐ 

【正】 JR三宮駅からバス71分、伊弉諾神宮前下車徒歩すぐ 

 

読者の方をはじめ、関係者の皆様方にはご迷惑をおかけ致しま

した。誠に申し訳ございませんでした。 

2018年8月
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